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はじめに

「企業事例研究会」は、日本広報学会の研究助成を受けて、 2006年度から活動を開始した。企業

の実践的な広報戦略を理論的に研究することを目的として、まず、はケーススタデ、イの素材を集める

ことから始めた。本報告書は2008"'-'2009年度に行ったケーススタデ、イの概要であり、前回の報告

書 (2006"'-'2007年度)の鰍扇である。

欧米流のビジネススクール(経営学大学院)における経営戦111各の研究方法には「ケースメソッドJ

があり、修士課程の学生は大量の企業事例を読み込んで「ケーススタデ、イJを行う。そのようなビ

ジネススクールの博士課程の大学院生は、研究教材としてのケースを自分で執筆することが課程修

了の要件となっている。

こうしたメースメソッドを手本として、本研究会は広報活動の事例を集め、ケース分析を行い、

会員の研究 ・脚質に寄与するために発足した。ビジネススクールレベルの研究にしよう、と志を高

く持ち、将来的に企業の広報戦略を考える上でのt旨針となることを目標としている。

ビジネススクールのケースを手本としているので、総花的な 100会社の広報戦略」ではなく、各

事例のケースを絞って検討した。個人投資家向けのIR活動、コーポレート・ ブランドの導入と構

築、外資系製薬会社のCSR、公的機関の意識改革、シーズンスポーツ製品のブランド広報、環境

経営の長期的効果、製品広報のライフサイクル、 B2B企業の広報・宣伝効果、災害発生時の緊急

広報、風評被害の危機管瑚玄報など、多種多様な業務を取り上げ、コーポレート・コミュニケーシ

ョン戦略の幅広さを強調したつもりである。

ケースの聞き取りの際には各企業を訪問して事情を伺う方、法をとった。単なる講演会抄録になる

のを極力避け、なるべく事例として取り上げた企業へ出向き、各社の空気に触れるようにした。ア

メアスポーツジャパンや村田製作所の事例を取り上げた研究会では本社でのミニショールームの見

学をし、アサヒビールの研究会では直営ホールの生ビールの味を堪能した。毎回、質安泊志答の時間

は予定を延長していただき、約1時間も単万直入な質問に丁寧に答えていただき、それでも時間が

足りずに研究会終了後の懇親会で議論を重ねたととも多かった。

企業の方々には、日本広報学会のために時間を割いていただき、貴重な話を聞かせていただき、

深く感謝しています。なお、この研究会では、会員の方々に、①ケースの執筆、②講師の紹介、③

事例の発表、のいずれかをお願いしました。積極的に研究会に参加して発言し、場を盛り上げたい

ただいた皆様に謝意を表します。日本広報学会が日本学制i会議の「経営学J部門に加入しているこ

とからもわかるように、広報戦略は企業実務と結びついた全社的な経営課題であり、マーケティン

グ理論や財務戦略と同じように、実務家の方々のご協力がなければE形宅が発展できません。今回の
研究会メンバーは、企業広報部の方、 PR専門家の方、大学教員と、バランスのとれた構成で、深

みのある議論かで、きてよかったと思います。

ご協力いただいた方々や報告者の所属・肩書きや本社所在地は、研究会当時のものです。敬称略

で掲載させていただいたことをご容赦下さい。基本的に該当企業の方にご協力をいただいています

が、 JICAとすくる食品は、直接の広報業務を担当したPRコンサルタントから事情を聴取して

いますので、本文では「発表者」と記載させていただいています。報告書をまとめたいただいた各

担当者の方々からは最終報告書の原稿を早くにいただいていたのですが、主査の事情により発行が

遅れたことをお詫びいたします。

また、本報告書には掲載できませんでしたが、ベネッセ ・コーポレーションの事例を取り上げた

研究会では「中国進出の成功例」をご報告いただき、行政当局の規制が厳しい中で知名度ゼ口から
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幼児向け教育産業という新市場を開拓し、急激な成長を遂げるためのステークホルダーとのコミュ

ニケーション戦略について伺いました。現在進行形のホットなテーマすぎるという理由で掲載許可

が下りなかったことは残念ですが、関係者の皆様には詩憶を表したいと思います。

なお、最後になりましたが、本報告書で外資系製薬会社のCSR事例について情報提供をしてい

ただいた岩本富幸様は、 2010年 2月にこ逝去されました。当時もご病状がよくなかったのに、本

研究会会員として熱心に何度もご出席いただき、感謝の念でいっぱいです。本報告書の完成は間に

合いませんでしたが、謹んでご冥福をお祈りしたいと思います。

広報のテーマはまだまだ無数にあり、本研究会は今年度も「広報事例研究会Jとして継続してい

ます。途中加入も歓迎します。会員の皆様の研究のお手伝いをさせていただければ光栄です。

日本広報学会研究会部会2008"-'2009年度
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